
「絆 in モンゴル」のご案内 
今年 7 月 27 日に、ウランバートル市内で「絆

in モンゴル」が開催されます。このイベントは

2 年に 1 度、学友会が協同で開催する米山ファ

ミリーの集いで、2017 年の熊本に続く今回は、

モンゴルで開催されます。米山学友、また学友

会同士のつながりを強化するだけでなく、支援

するロータリアンもその成果を実感し、学友と

の絆を深める交流の場となっています。 

米山学友・奨学生、ロータリアンの方々は、奮

ってご参加ください。航空チケットはお早めに

手配されることをおすすめします。皆でモンゴ

ルに集まりましょう！ 

学友会創⽴ 周年！ ― 第 地区 ―
3 月 3 日、第 2620 地区（静岡・山梨）米山

学友会の創立 10 周年記念式典が、米山梅吉記

念館（静岡県駿東郡）で開催されました。 

当日はあいにくの雨にもかかわらず、午前中

に行われた期間終了式に参加した奨学生のほ

か、学友 24 人、大学関係者 7人、ロータリア

ン 52 人など、計 107 人が参加する盛大な式典

となりました。はるばる韓国や岡山県から同地

区出身学友が訪れ、第 2760 地区米山学友会、

東京米山学友会、第 2530 地区米山学友会の各

会長もお祝いにかけつけました。 

式典は、スリランカの伝統的なオイルランプ

点灯の儀式からスタート。

当会の齋藤直美理事長、同

地区理事の井上雅雄氏、同

地区ガバナーエレクトの安

間みち子氏、ラシタ・エリ

ヤーワ会長らが、厳かな表

情で次々と火を灯しまし

た。過去・現在・未来をテ

ーマに、歴代の地区米山奨学委員長が創設当時

の苦労話やこれからの期待を語って、ラシタ会

長から歴代委員長へ感謝状が贈呈されたほか、

10 年間を振り返るスライド上映や、同学友会

が推進している「モンゴルの子どもたちに夢の

本を贈る」活動などについて、理事のエンフボ

ルド・ボロルトヤさんから説明がありました。

余興にはスリランカ民族舞踊とモンゴル馬頭

琴・ホーミー（喉歌）が披露され、国際色豊か

な式典となりました。ラシタ会長は「これから

も、皆さまのご支援を米山学友会の力とし、一

生懸命に邁進したい」と、語りました。 
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日 時 : 2019 年7 ⽉27 日(⼟) ・ 28 日（⽇） 
場 所 : モンゴル国ウランバートル市 The Corporate Hotel and Convention Centre 

（チンギスハーン国際空港から⾞で約 30 分） 
登 録 料 ︓ ロータリアン:￥15,000、 ⽶⼭学友・奨学⽣・ご家族:￥7,000（⼩学⽣以下は無料） 
締 切 : 2019 年 4 ⽉ 30 日（⽕） 
※問い合わせ先などの詳細は当会ＨＰに掲載されている、モンゴル学友会からの案内（pdf）をご覧ください 
            で検索︕ トップページ＞ 重要なお知らせ＞ 絆 in モンゴル/Kizuna in Mongolia のご案内 ロータリー米山 
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寄付⾦速報 ― 下半期の寄付状況 ― 
2 月までの寄付金は前年同期と比べて 0.4％

減（普通寄付金:0.4％増、特別寄付金:0.9％

減）、約 480 万円の減少となりました。前年同

期比では減少ですが、先月と同様に好調のまま

推移しており、2010 年度以降、直近 9年間の

中で 2月単月の寄付額では 2番目に高額であ

り、また、累計額の比較では第 3位と、ロータ

リアン皆様からのご支援の成果が表れておりま

す。今年度も残り 3カ月半、引き続きご支援を

よろしくお願いいたします。

タイ学友会総会報告 ―創⽴ 年を経て発展中― 
2 月 9 日、タイ米山

学友会（会長：ペッ

チ・ポンポーさん）

の総会がバンコク市

内のホテルで開催さ

れ、学友 22 人と家族

3人、日本やタイのロ

ータリアンら合わせ

て、計 33 人が出席し

ました。今回も、タイ学友会の設立時からご尽

力いただいているビチャイ・ラタクル元ＲＩ会

長とバンコクＲＣ会員のスベンソン智江美さん

が駆けつけて、齋藤直美理事長をはじめ、日本

からのゲストを歓迎してくださいました。タイ

学友会の現在の会員数は 78 人。環境保護や子

どもたちへの支援活動

に力を入れるほか、昨

年から徳島ＲＣのグロ

ーバル補助金事業にも

協力し、活動の幅を広

げています。 

 ラタクル元ＲＩ会長

は挨拶の中で、日本人

初のＲＩ会長、東ヶ崎

潔氏のテーマ“Participate!（参加し敢行しよ

う!）を引用し、タイ学友会のメンバーに向け

「もっと日本のロータリアンの方々に関与して

もらうこと、巻き込むことが重要。ぜひとも、

そのためのチャレンジを続けてほしい」と、激

励のアドバイスを送りました。

マレーシア学友会総会報告 ―初の首都開催― 
クアラルンプール市内で 2 月 24 日、マレー

シア米山学友会総会が開催されました。設立総

会を含む過去 3 回の会合はペナンで開催され、

首都での開催は今回が初。学友 34 人のほか、日

本から滝澤功治常務理事と第 2750 地区次期米

山奨学委員長澤田尚史氏ご夫妻が参加しました。 

総会では、児童養護施設へ通学バッグ 40 個

を寄贈するなど年間の活動が報告されました。

また、投票による役員選挙が行われ、黄麗容

会長（2001-04／横浜泉ＲＣ）の続投が決定し

たほか、副会長や幹事、会計、監事と共に、

北部（ペナン）、中部（クアラルンプール）、

南部（ジョホール）からの理事が 2人ずつ選

出され、ペナン中心だった学友会がマレーシ

ア全土へ広がる、画期的な体制となりまし

た。黄会長は「正直なところ不安でいっぱい

だったが、クアラルンプールで開催し、予想

をはるかに超える成果があった。学友会に

は、マレーシア国籍以外の在住学友も入会で

きるので、今後はより一層、国際色豊かで、

会員にとって有意義な活動を企画、開催して

いきたい」と、抱負を語りました。 


